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通期連結業績予想値と実績値との差異及び 

特別損失（減損損失）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2018年９月期において特別損失（減損損失）を計上し、2018年５月 11日に公表いたしました 2018

年９月期の業績予想値と本日公表の決算値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2018年９月期通期連結業績予想値と実績値の差異（2017年 10月１日～2018年９月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

17,000 

百万円 

370 

百万円 

1,700 

百万円 

1,150 

円 銭 

129.40 

今回実績（Ｂ） 17,032 337 1,917 559 62.63 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 32 △32 217 △590 － 

増 減 率（％） 0.2 △8.6 12.8 △51.4 － 

（ご参考）前期実績 

（2017年 9月期） 
13,155 407 1,477 791 95.22 

 

２．差異の理由 

売上高につきましては、計画どおりに推移したものの、次期の採用を見越した職員数の増加に伴う人件費増

加等により営業利益は業績予想値を下回りました。一方で、新規開設に伴う補助金収入について想定以上に支

給された施設があり経常利益は予想値を上回りました。しかしながら、親会社株主に帰属する当期純利益は減

損損失の計上により予想値を下回る結果となりました。 

 

３．特別損失（減損損失）の内容 

当社グループは、主に保育施設の内装設備について固定資産を保有しております。この固定資産について、

将来の待機児童解消を前提に入所率等を保守的に見積り、保育設備に係る投資額と投資期間を通じた回収可能

額について比較検討いたしました。その結果、投資回収期間の長期化が想定される保育施設に係る固定資産に

ついて減損処理を行い、1,268百万円を減損損失として特別損失に計上いたしました。 

 

以 上 


